
       役員及び評議員の報酬等に関する規程

社会福祉法人ふれあい福祉会



（目的）

第1条 　この規程は、社会福祉法人ふれあい福祉会(以下「当法人」という。）定款第１０条及び第１４条に基

づき、役員（理事及び監事）及び評議員（以下「役員等」という。）の報酬等について定めるものとする。

（報酬の支給）

第２条 　役員等には、勤務形態に応じて、次の通り報酬を支給する。

(1) 役員等については、当該会議等に出席した場合に報酬を支給する、ただし、理事長については、法人及び

施設業務のために出勤した時にも報酬を支給する。

(2) 前項の規定にかかわらず、理事会及び評議員会が定款第６条第１０項及び定款第１５条第１１項の規定に

より決議の省略をした場合においては、業務を行ったものとし、第３条の報酬を支給する。

(3) 理事及び監事に対して、各年度の総額が理事は、１,０００,０００円、監事は３００,０００円を超えない

範囲内で報酬を支給することができる。

(4) 評議員に対して、各年度の総額が５００,０００円を超えない範囲内で報酬を支給することができる。

（報酬の算定方法）

第３条 　役員等に対する報酬の額は下記による報酬区分に応じて定めるものとする。

理 事 長 ¥20,000 ¥10,000 ¥5,000

理 事 ¥10,000 ¥5,000

監 事 ¥10,000 ¥10,000 ¥10,000 ¥8,000 ¥5,000

評 議 員 ¥10,000 ¥5,000

（報酬等の支給方法）

第４条 　役員等に対する報酬は、当該会議等に出席した都度、支給する。支払いに際しては、所得税法令

に定められた額を控除する。

（公表）

第５条 　当法人は、この規程をもって、社会福祉法第５９条の２第１項第２号に定める報酬等の基準として

公表する。

（出張旅費）

第６条 　役員等が、法人業務のため出張する場合は、社会福祉法人ふれあい福祉会旅費規程による。
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（記念品等）

第７条 　役員等が、退任した場合は、下記に基づき記念品等を贈るものとする。

基 準 額

¥10,000

¥30,000

¥70,000

（改廃）

第８条 　この規程の改廃は、評議員会の承認を受けて行う。

付則

1 　この規程は、令和６年3月26日から施行する。

在任期間

１～４年未満

４～１０年未満

１０年以上






